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２０２２年１０月１８日 

                       エア・ウォーター株式会社 

 

日本初、家畜ふん尿由来の「液化バイオメタン」を製造開始※1 

～ バイオガスを捕集・輸送、センター工場で液化バイオメタンを製造、LNG代替燃料として利用実証 ～ 

 

エア・ウォーター株式会社（本社：大阪市中央区、以下、エア・ウォーター）は、家畜ふん尿由来のバイオ

ガス※２に含まれるメタンを「液化バイオメタン（LBM：Liquefied Bio Methane、以下、LBM）」に加工す

るセンター工場の建設を終え、本年10月13日にLBMを初出荷しましたので、お知らせします。今後、出

荷先であるよつ葉乳業㈱十勝主管工場において、液化天然ガス（LNG）の代替燃料として利用する実証試験

を行い、一連のサプライチェーンモデルの構築に取り組みます。 

なお、本件は日本初の取り組みであり、環境省が実施する「令和 3・4 年度 地域共創・セクター横断型   

カーボンニュートラル技術開発・実証事業」※3において優先テーマとして採択されています。サプライチェ

ーン全体における温室効果ガスの削減とともに、家畜ふん尿に起因する臭気問題などの対策にもつながるこ

とが期待されています。 

記 

１．経緯と目的 

エア・ウォーターは、環境省の実証事業の枠組みの下、2021年5月より、家畜ふん尿由来バイオガスの捕

集・輸送システムの確立や、バイオガスを LBM に加工するセンター工場の建設を進めていましたが、この

度、純度99%以上のメタンが製造可能となり、同工場からLBMを初出荷しました。 

 本実証事業において製造する LBM は、再生可能エネルギーであるバイオガスを由来とするカーボンニュ

ートラルなエネルギーであり、一般的なLNGの 90%程度の熱量を有します。また、酪農が盛んな地域の未

利用資源である家畜ふん尿を原料とするため、持続可能な国産エネルギーでもあります。こうしたことから、

CO2排出量の削減に取り組む企業や都市ガス会社等にとって、LBMの利用は、既存 LNG サプライチェー

ンの脱炭素化にもつながる有効な解決策であり、さらにバイオガスの有効利用が加速し、域内にメタン発酵

設備の導入が進むと、家畜ふん尿に起因する臭気や水質汚染などの環境問題対策にもつながることが期待さ

れています。 

 

※1 2021年5月25日 エア・ウォーター ニュースリリースご参照 

環境省採択「未利用バイオガスを活用した液化バイオメタン地域サプライチェーンモデル実証事業」 

～北海道十勝地方において持続可能な地域循環型エネルギー供給モデルの実証を開始～ 

※2 バイオガスとは 

主に酪農家が所有するメタン発酵設備（バイオガスプラント）において、家畜ふん尿から取り出した「バイオガ

ス」には、メタン(CH4)約 60％、二酸化炭素(CO2)約 40％が含まれています。バイオガスは主に発電燃料として

利用され、自家消費されます。余剰の電力は FIT（再生可能エネルギーの固定価格買取制度）で売電することが

できますが、送電網などの制約から、十分に活用できていません。なお、メタンには、二酸化炭素の約25倍の温

室効果があります。 

News Release 



2 

※3 「地域共創・セクター横断型 カーボンニュートラル技術開発・実証事業」 

   「地域共創・セクター横断型カーボンニュートラル技術開発・実証事業」は、今年度より「CO2 排出削減対策     

強化誘導型技術開発・実証事業」から事業名が変更されたものです。 

 

２．サプライチェーンモデル 

 ①メタン発酵設備から生成されるバイオガスを有効活用していない複数の酪農家から、家畜ふん尿由来の

バイオガスを捕集し、センター工場へ輸送 

②センター工場にて、バイオガスの主成分であるメタンガスを分離、液化窒素との熱交換により極低温の

LBMに加工後、タンクローリーで近隣の工場（よつ葉乳業）へ輸送 

③LBMを工場のエネルギーとして消費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後の展開 

今後の実証試験では、LBMの品質実証を行うと同時に、サプライチェーン全体での温室効果ガス削減効果

の検証を進めてまいります。なお、センター工場で1年間に製造するLBM全量（約360トン）がLNGの

代替として消費されるものとすると、サプライチェーン全体でのCO2排出削減量は、年間7,740トン、温室

効果ガス削減率は60％以上となる見込みです。 

 バイオガスの有効利用を模索する酪農家と、再生可能エネルギーを活用したい需要家のニーズを繋げるこ

とで、新しい地産地消のエネルギー供給モデルを構築し、早期の事業化を実現してまいります。 

以 上 

    【本件に関するお問合せ先】 

エア・ウォーター株式会社 広報・IR推進室 E-mail：info-h@awi.co.jp 

担当：中井・石井・中尾 TEL：06-6252-3966 〒542-0081 大阪市中央区南船場2丁目12番8号 


